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国際共通語　エスペラント

第107回 日本エスペラント大会のご案内

　エスペラント（Esperanto）は、ポーランドの眼科医　
ザメンホフ（L.L. Zamenhof, 1859-1917）が1887年に創案
した、中立公平で学びやすい国際共通語です。
　エスペラントは、民族の言語や文化の固有の価値を大切
にし、その違いを尊重しながら、共通の土台となることを
めざしています。現在世界でエスペラントを話す人の数は
100万人以上と言われています（Wikipedia）。
　 Dr. L.L.Zamenhof

　　　　第107回日本エスペラント大会名古屋委員会（名古屋エスペラントセンター） 

後援等：文部科学省、日本ユネスコ国内委員会、国際交流基金、日本ユネスコ協会連盟、日本ペンクラブ、愛知県、　　
　　　　愛知県教育委員会、名古屋市、名古屋市教育委員会、名古屋国際センター、中日新聞社、愛知県国際交流協会

Saluton!
こんにちは

Mi estas Zamenhof.
私がザメンホフです

　第107回日本エスペラント大会が、今年名古屋で開催されます。エスペラントを使う人
たちや賛同する人たちが集まる、年に一度の国内最大イベントです。
　番組の一部は公開しています。エスペラントを知らない人も、習ったことのない人も、
この機会にのぞきに来てみませんか？ (公開番組では主として日本語が使用されます。)

　…って、何ですか？



オカリナの夕べ

エスペラント紹介
エスペラントってなに？ どんな言葉？ 映像を使ってわかりやすく紹介します。

演奏：オカリナ四重奏団ボーネ・アミーケ（Buone Amiche）

Ni ludu! あそぼう！：世界の楽器とおもちゃで

釡石からの報告

　堀泰雄氏が蒐集し、現在は愛知県岩倉市の「えほんのもり」に所蔵している世界各地の民族
楽器・おもちゃを展示し、実際に演奏したり遊んだりします。

　東日本大震災の被災地にある釡石市立唐丹小中学校を支援する「唐丹希望基金」を設立した
高舘千枝子氏による被災地の現状報告、岩手県在住の高校教諭で俳人の照井翠氏による自作句
の朗読および堀泰雄氏によるエスペラント訳の朗読の後、現在抱いている思いなどを３氏が語
り合います。

ボスニア紛争と『ことば』
　清水美穂氏は長年にわたり旧ユーゴスラヴィア、とりわけボスニアと深い関わりを持って
きました。今回は「ボスニア紛争と『ことば』」をテーマに講演を行います。

ウインクあいち 11階会議室 17:00～18:45

ウインクあいち 11階会議室 15:00～15:45

ウインクあいち ５階ホール 10:10～11:50

ウインクあいち ５階ホール 18:00～18:45

ウインクあいち ５階ホール 17:00～17:45

講演者: 清水美穂氏

登壇者：高舘千枝子氏、照井翠氏、堀泰雄氏

入門講習会「はじめての地球語エスペラント」

講師：藤巻謙一氏　ことばとしてのエスペラントを説明します。簡単な
文を読んだり書いたりすることができるようになるこ
とをめざしましょう。筆記用具をご持参ください。

　募集人数：20名【無料入門講習会係まで】

一般財団法人日本エスペラント協会認定講師
全国対象エスペラント通信講座専任講師　
アニメ『サカサマのパテマ』、ゲーム『こと
のはアムリラート』のエスペラント語監修

ウインクあいち 11階会議室 15:00～16:45

★マスクを着用してご来場ください。
　

★入場人数を制限する場合があります。

《来場確認のため、最初に５階受付までお越しください》


